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国
の
保
育
士
配
置
基
準
は
、
新

制
度
の
開
始
時
に
見
直
し
さ
れ

ず
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
、
あ
ま

り
に
も
低
い
国
の
保
育
士
配
置
基

準
の
改
善
の
た
め
「
子
ど
も
た
ち

に
も
う
１
人
保
育
士
を
」
と
の
声

が
上
が
り
、
愛
知
県
内
の
保
育
園

職
員
と
保
護
者
、
公
立
・
民
間
の

労
働
組
合
な
ど
で
実
行
委
員
会
が

結
成
さ
れ
る
状
況
で
す
。 

非
正
規
保
育
士
の
割
合 

４
７
，６
％ 

Ｑ
正
規
非
正
規
保
育
士
の
人
数
・ 

割
合 

Ａ
正
規
保
育
士
は
８
０
９
人
、
非

正
規
保
育
士
は
７
３
６
人
で
、

非
正
規
率
は
４
７
．
６
％
。 

非
正
規
保
育
士
７
３
６
人
の
う

ち
、
１
日
２
時
間
の
み
勤
務
す
る

「
早
朝
パ
ー
ト
保
育
士
」
な
ど
、

１
日
の
勤
務
時
間
が
フ
ル
タ
イ
ム

に
満
た
な
い
職
員
が
６
４
５
人

で
、
約
９
割
を
占
め
て
い
る
。 

 

手
厚
い
保
育
士
配
置
基

準
に
よ
り
、
子
ど
も
の
よ

り
良
い
成
長
に
つ
な
げ
る 

Ａ
本
市
の
保
育
士
配
置
基
準
は
、

国
よ
り
も
高
い
基
準
を
定
め
て

お
り
、
１
・
２
歳
児
の
園
児
数

は
保
育
士
１
人
あ
た
り
国
基
準

の
６
人
に
対
し
５
人
、
３
歳
児

は 

２
０
人
に
対
し
１
５
人
、

４
歳
児
は
３
０
人
に
対
し
２

８
人
と
し
て
い
る
。 

独
自
の
配
置
基
準
を
定
め
て
い

る
理
由
は
、
国
基
準
よ
り
も
手
厚

く
配
置
す
る
こ
と
で
、
保
育
士
の

負
担
を
軽
減
し
、
園
児
一
人
一
人

と
向
き
合
う
時
間
を
増
や
し
て

園
児
の
よ
り
良
い
成
長
に
つ
な

げ
て
い
く
た
め
。 

          

保
育
士
配
置
基
準
の

見
直
し
を
検
討 

Ａ
現
行
の
本
市
独
自
の
配
置
基

準
は
、
平
成
２
０
年
度
か
ら
運

用
し
て
い
る
が
、
発
達
障
が
い

等
配
慮
が
必
要
な
園
児
の
増

加
な
ど
、
当
時
と
比
べ
保
育
を 

取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変

化
し
て
い
る
。 

ま
た
、
国
に
お
い
て
は
、
全
国 

各
地
で
表
面
化
し
た
保
育
施

設
で
の
事
故
や
不
適
切
保
育

な
ど
を
背
景
に
、
配
置
基
準
の

見
直
し
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。 

本
市
の
配
置
基
準
に
つ
い
て
も
、

国
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
保
育

の
質
の
更
な
る
向
上
に
向
け
て
、

子
ど
も
の
安
全
や
育
ち
を
支
え

る
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
見
直
し

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。 

根
本
市
議
は
、
配
置
基
準
を
さ
ら
に

手
厚
く
す
る
検
討
、
改
善
が
必
要
と

の
認
識
で
あ
る
の
で
、
迅
速
な
改
善

を
求
め
ま
し
た
。 

早
朝
保
育
や
延
長
保

育
の
保
育
士
の
有
資
格

者
の
時
給 

１
，１
７
０
円 

無
資
格
者
の
時
給 

１
，１
０
０
円 

Ｑ
資
格
者
、
無
資
格
者
の
時
給
と
差

額
の
理
由
は
。 

Ａ
早
朝
保
育
や
延
長
保
育
の
保
育

士
の
有
資
格
者
の
任
用
初
年
度

の
時
給
は
、
１
，
１
７
０
円
で
、

無
資
格
者
の
任
用
初
年
度
の
時

給
は
、
１
，
１
０
０
円
。 

・
差
額
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
保
育

資
格
の
有
無
に
よ
り
、
業
務
内
容

が
異
な
る
た
め
。
金
額
の
設
定
に

つ
い
て
は
、
代
替
保
育
士
等
、
他

の
非
正
規
保
育
士
と
の
均
衡
が

図
れ
る
よ
う
設
定
し
た
。 

保
育
士
確
保
の
取
組 

Ｑ
保
育
士
確
保
は 

Ａ
広
報
と
よ
た
や
市
Ｈ
Ｐ
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
に
よ
る
募
集
。園
の

近
隣
自
治
区
等
に
募
集
案
内

の
回
覧
。
令
和
３
年
度
か
ら
新

た
に
採
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

作
成
し
、 

大
手
民
間
の
求
人

検
索
サ
イ
ト
で
の
募
集
を
開

始
。
新
聞
折
込
の
求
人
チ
ラ
シ

に
よ
る
募
集
も
行
っ
て
い
る
。 

働
く
日
数
や
時
間
に
幅
を
設
け

て
応
募
者
に
条
件
を
提
示
す
る

な
ど
、
保
育
士
確
保
に
向
け
た
取

組
を
進
め
て
い
る
。 

根
本
市
議
は
、
保
育
の
質
の
向
上
の

た
め
、
処
遇
の
改
善
が
必
要
と
し

て
、
処
遇
改
善
の
考
え
を
問
い
ま
し

た
。 処

遇
改
善
の
考
え 

Ａ
非
正
規
保
育
士
の
処
遇
に
つ
い

て
は
、
正
規
職
員
の
給
料
水
準
の

他
、
近
隣
他
市
の
保
育
士
、
民
間

保
育
所
の
保
育
士
の
状
況
を
総

合
的
に
考
慮
の
上
、
必
要
に
応
じ

て
処
遇
の
改
善
を
行
う
。 
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平
和
行
進
５
０
０
名
が
参
加
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
か

ら
１
年
が
た
ち
、
韓
国
や
マ
ー
シ

ャ
ル
諸
島
か
ら
現
地
に
参
加
さ

れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ア
メ
リ
カ
・

ド
イ
ツ
か
ら
参
加
、
ロ
シ
ア
の
核

威
嚇
発
言
に
対
す
る
抗
議
と
ウ

ク
ラ
イ
ナ
か
ら
即
時
撤
退
す
べ

き
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
今
年
の
特
徴
は
、
岸
田
政
権
が

安
保
３
文
書
で
敵
基
地
攻
撃
能

力
と
５
年
間
で
４
３
兆
円
も
の

大
軍
拡
・
大
増
税
に
対
す
る
反
撃

の
集
会
と
な
り
ま
し
た
。 

２
８
日
に
行
わ
れ
た
全
体
集

会
に
は
、
豊
田
市
で
５
人
が
オ
ン

ラ
イ
ン
参
加
し
ま
し
た
。
海
外
代

表
や
全
国
の
運
動
紹
介
、
日
本
原

水
協
の
基
調
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
参
加
者
の
感
想
は
、
「
若
い

方
に
ビ
キ
ニ
水
爆
実
験
の
こ
と

は
知
ら
れ
て
な
い
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

戦
争
と
関
連
し
て
訴
え
て
い
く
」

「
頑
張
っ
て
、
署
名
を
広
く
訴
え

て
い
こ
う
」
な
ど
各
団
体
で
具
体

化
を
話
し
合
う
事
を
決
め
ま
し

た
。 

核
の
使
用
・
威
嚇
を

や
め
よ
！
ス
ト
ッ
プ

大
軍
拡
・
増
税
！

現
地
焼
津
市
で
は
、

３
年
ぶ
り 

３
月
１
日
午
後
３
時
か
ら
、
貝

津
町
の
自
治
区
の
広
場
で
１
０
回

目
の
食
料
支
援
（
民
青
同
盟
主
催
）

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
大
学
は
春

休
み
で
す
が
、
部
活
動
な
ど
で
帰

省
せ
ず
残
っ
て
い
る
学
生
が
多
く

い
て
、
開
始
時
に
は
３
０
名
近
く

の
学
生
が
列
を
作
り
、
３
３
名
の

学
生
が
会
場
を
訪
れ
、
食
料
を
持

ち
帰
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て

く
れ
ま
し
た
。
「
生
活
が
大
変
な

中
、
本
当
に
助
か
り
ま
す
」
「
毎

回
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
な

ど
の
反
応
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。 

 

 

日
本
原
水
協
全
国
集
会
・
全
体
集
会 

視
聴
会 

報
告 

     
    

    
   

豊
田
・
み
よ
し
地
域
原
水
協
事
務
局
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

柏
木
義
孝 

開始前、列を作って並ぶ学生達 

提供された食料。３０人以上の

人が商品提供に協力してくれま

した。 

◆法律相談は弁護士が 
 3月は第４土曜日 

午前 10時～12時で 
◆生活相談は随時、根本議員が応対 
◆法律相談は要予約。お申し込みは 
日本共産党西三地区委員会まで 

      電話 0564-23-2785 
◆生活相談は根本議員まで 
      電話 0565-34-4772 

もとむら伸子 

衆議院議員 

根本みはる 

豊田市会議員 

「
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止

条
約
の
署
名
・
批
准
を
求
め
る
署
名
」 

 

「
平
和
、
い
の
ち
、
く
ら
し
を
壊
す
大
軍
拡
、
大
増

税
に
反
対
す
る
請
願
署
名
」
に
ご
協
力
を
。 
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